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背 景

生産ソフトウェアシステムにおける変化

従来の組込み型のシステムからインターネットを中心にした
オープン化の方向へ

グローバリゼーションの流れを受け，ユーザサイドでもイチ
から自社開発する方向から，世界中のソフトウェアコンポー
ネントを上手に組み合わせて短期間で最適のシステムを構築
しようという方向 へ

システムの構築の目的が局所最適なシステム作りから全体最
適なシステム作りの方向へ

製造アプリケーションシステムの開発において製

により，開発期間の短縮と開発コストの低減を図る

ソフトウェアベンダーから提供されるコンポーネントの利用

過去に開発した生産ソフトウェアコンポーネントの再利用
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目 的

ユーザサイドから見ると，良質のソフトウェアコンポーネントを探
し出す手段が乏しい．さらに，見つけた場合でも，その中身を正確
に把握することに多大な労力とコストが必要になる

ベンダーサイドから見ると，提供したいソフトウェアコンポーネンンダ サイドから見ると，提供したいソフトウェアコンポ ネン
トを流通させたくともその流通網がない．仮に流通網がある場合で
も，ソフトウェアコンポーネントの内容をユーザに正確に知らしめ
るための標準の記述手段をもっていない

製造アプリケーションの開発段階において，まとまった大きな機能
単位である生産ソフトウェアコンポーネントを提供者，使用者，流
通者が共通して使用できる相互運用環境を 生産ソフトウ ア通者が共通して使用できる相互運用環境を，生産ソフトウェアユニ
ット（ＭＳＵ： Manufacturing Software Unit）のケイパビリティ・
プロファイリングという概念で標準化して提供する

ISO/TC 184/SC 5/WG 4  ISO 16100 Series :ISO/TC 184/SC 5/WG 4  ISO 16100 Series :
Manufacturing Software Capability Profiling for InteroperabilityManufacturing Software Capability Profiling for Interoperability

ISO16100シリーズの構成

ISO 16100（JIS B 3900）
Manufacturing Software Capability Profiling for Interoperability
製造用ソフトウェア相互運用のためのケィパビリティプロファイリング

Part 1: Framework 枠組み
(published as IS in 2002-11) 

Part 2: Profiling methodology プロファイリング方法
(published as IS in 2003-11)

Part 3: Interface services, protocols and capability templates （審議中）
(published as IS on 2005-12)

Part 4: Conformance test methods, criteria, and reports
(published as IS on 2006-12)(published as IS on 2006-12)

Part 5: Methodology for profile matching using multiple capability classes
(published as IS on 2009-03-01)

Part 6: Interface services and protocols for matching profiles
based on multiple capability class structures 
(NWI+CD ballot in process) エディタ：日本
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製造アプリケーションとＭＳＵ
“製造アプリケーション”は，“アプリケーション・ソフトウェア”はなく特定
の目的や役割を実現するために協調する製造アクティビティの集合を指す

製造アクティビティは，プロセスに従い実行するかまたはイベントに対応して
駆動する生産ソフトウェアあるいは生産ソフトウェアユニット（ＭＳＵ：
Manufacturing Software Unit）と関連付けられ，インタフェースをもって他の
製造アクティビティと協調して製造情報および製造リソ スの交換を行う

製造アプリケーション

製造アクティビティ

製造アクティビティと協調して製造情報および製造リソースの交換を行う

ＭＳＵ

製造アクティビティ

製造アプリケーションのモデル化

製造アプリケーションは，特定シーケンスを伴う製造アクティビティの集合
としてモデル化され，木構造をもつ．これをアクティビティ・ツリーと呼ぶ

MSUが実現する製造アクティビティの実行する機能を相互運用し協働する
ことで，製造アプリケーションとして実現する

Manufacturing
Application

Activity #A

A ti it #A1

Activity #B

A i i #A2

.......

Activity Tree

MSU w

Activity #A11

Activity #A1 Activity #A2

Activity #A12

.......

.......

MSU x

MSU y

MSU z
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ＭＳＵのケイパビリティ・プロファイリング

Manufacturing

Activity Tree
Capability Class Structure

各製造アクティビティのモデルであるケイパビリティ・クラスに一対一で対応したケイパ
ビリティ・テンプレートを用いて，テンプレートに値を埋める形で，その能力，属性，振舞
いなどをMSUケイパビリティ・プロファイルとしてXMLで記述する

Manufacturing
Application

Activity #A

Activity #A111

Activity #A1

Activity #B

Activity #A2

Activity #A12

.......

.......

.......

Capability
Class

Capability
Class #A

Capability
Class #A1

Capability
Class #B

Capability
Class #A2

p y

MSU y

Capability
Class #A11

Capability
Profile x

Capability
Template

#A2

Capability
Profile y

....... .......

....... .......

Class

Instance

Profile Template
= Concrete class for 
profile

MSU x

Capability
Template

#A11

ＭＳＵケイパビリティ・プロファイル
MSUの開発者および供給者は，各MSUが実現する各アクティビティについて，
MSUケイパビリティ・プロファイルとして記述しデータベース化して流通する

ひとつのＭＳＵが複数のアクティビティ・ツリーの要素である製造アクティビティに対応す
る場合，それぞれにケイパビリティ・プロファイルとして記述する

ひとつの製造アクティビティに対応する複数のＭＳＵがある場合 その数だけケイパ

Activity Tree #B
Activity Tree #A

ひとつの製造アクティビティに対応する複数のＭＳＵがある場合，その数だけケイパ
ビリティ・プロファイルができる

Template
Template

Template

MSU x MSU y

Profile x
for CCS #A

Profile x
for CCS #B

Profile y
for CCS #A

Class
Instance

Advanced Informatics and Communications 2009

76



製造アプリケーション設計開発の概念
既存の製造アプリケーションのアクティビティモデルの構造にとらわれずに，
要求仕様から製造アプリケーションをモデル化してアクティビティ・ツリーを
作り，既存のＭＳＵを利用して製造アプリケーションを新規に開発する

製造アプリケーション開発者は，アクティビティ・ツリーの各アクティビティ
について，要求ケイパビリティ・プロファイルとして記述する

existing MSUs

Manufacturing Activity Tree

modeling

Manufacturing Activity Tree

Manufacturing Application #1

Manufacturing Application #N

Activity
#A

Activity
#F

Activity Activity Activity Activity

existing MSUs

Activity
#A

Activity
#B

Activity
#D

Activity
#B12

Activity
#B1

Activity
#B2

Activity
#B11

Database

software requested specification

y
#A1

y
#A2

y
#F1

y
#F2

Activity
#A21

Activity
#A22

#B12#B11

Capability
Profile #B12

Capability
Profile #D

Capability
Profile #B11

Capability
Profile #A

Capability
Profile #D

Capability
Profile #A

register Capability
Profile #B

Capability
Profile #C

Capability
Profile #F1

Capability
Profile

Matcher

matching result

output

inputinput

ISO16100における生産ソフトウェアの相互運用環境

[製造 プ 者][ 開発者および提供者]

製造アプリケーション開発者が与える各要求ケイパビリティ・プロファイルを，データ
ベースに登録されているMSUケイパビリティ・プロファイルと意味論レベルも含めて
マッチングをとり，要求を満たすものを検索する

要求ケイパビリティ・プロファイルと整合するMSUケイパビリティ・プロファイルが見つ
かれば，そのMSUを購入して製造アプリケーションに組込みシステムを完成する

ケイパビリティ

製造アプリケーション
の要求仕様

アクティビティ
ツリー作成と

プロファイリング

要求
ケイパビリテ

[製造アプリケーション開発者][MSUの開発者および提供者]

MSUの作成

MSU

ケイパビリティ
テンプレートの

データベース

参照用
ケイパビリティ

クラス構造

アプリケーション
のケイパビリティ

クラス構造
ケイパビリティ
クラス構造

製造ドメインモデル
(MDDs)

ケイパビリティ
テンプレート

ケイパビリティ
プロファイル 要求と整合する

MSUの選択

ケイパビリティ
プロファイル

テンプレートの
選択と値埋め

(プロファイリング)

MSUｓの組合せに
よるシステム開発

MSU
ケイパビリティ
プロファイル

プロファイル登録
MSUｓ

プロファイルの
マッチング
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ISO16100で規定するテンプレート型

MDM Name
Domain Reference Dictionary Name
List of MDD Packages

MDD Package
MDD Name
List of Relationships

MDM Template
Common Part

Template ID
Capability Class Name and Reference CCS ID
Software Unit ID

Vendor Name
Version Number & History

Capability Profile Template

List of Relationships
Relationship

Relationship Type
Relationship Name
Destination MDD Name
Direction
Role Name for MDD
Role Name for Destination MDDs
Multiplicity
Type

MDD Template

y
Computing Facilities Required

Processor

Capability Class Reference Dictionary Name
Number Of Profile Attributes
Number Of Methods
Number Of Resources

Specific Part
R f MDM N MDD Name

Reference MDM Name
List of Attributes

Attribute Name
Attribute Type

CCS Creator Name
CCS ID
CCS Root Node ID
Capability Class ID

Parent Node ID(s)
Child Node ID(s)

CCS Template
Reference MDM Name
Capability Definition Format
Capability Definition (using MDDs)

List of Capability Class Attributes
List Of Capability Class Methods
List Of Capability Class Resources

製造ドメインモデル(ＭＤＭ)と製造ドメインデータ(ＭＤＤ)

MDM #1

ＭＤＤは，特定の製造ドメインをモデル化するリソース，オペレーション，交
換情報，リレーションなどを表現する基本プリミティブである

ユーザ／ベンダーの製造アプリケーション分野が製造ドメインモデルとして限
定される場合，その特定分野に対応した唯一のデータモデルとなる

Relationship #1 

Role 1A Role 1B*

Relationship #2 Relationship #3 

Role 2A

Role 2C 

Role 3A

Role 3D

Role 4D Role 6D

1

1 1..*

1

1

-attribute A-1
-attribute A-2

MDD #A
-attribute B-1
-attribute B-2
-attribute B-3

MDD #B

-attribute C-1 
-attribute C-2

MDD #C 

-attribute D-1 
MDD #D

Relationship #4 Relationship #5 Relationship #6 

Role 5D 

Role 4E Role 5F Role 6G

attribute C 2 
-attribute C-3 

-attribute E-1 

MDD #E
-attribute F-1 
-attribute F-2 

MDD #F
-attribute G-1 

MDD #G
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ＭＤＭとＭＤＤの例

ＭＤＤは，特定の製造ドメインにおける製造アクティビティ間で交換する製
造情報や製造リソースを抽象化した情報で構成する

製造ドメイン概念モデル

共通認識として

製造ドメインモデル（ＭＤＭ）

本図における各クラスを
製造ドメインデータと定義

共通認識として
概念データモデルを定義

，本図は MESXホワイトペーパー(2004年5 ７月 日版) の図4-3. 。 実行系システムのタイプ図から引用 

ＭＤＤによるＭＤＭの共有例
特定の製造ドメインにおいて唯一の製造ドメインモデル(ＭＤＭ)を共有し，
ケーパビリティ記述の意味モデル定義に利用する

上記制約以外は，企業や設計者によって製造アプリケーションのアクティビ
ティモデルを自由に決めることを許容する

（既存の製造ソフトウェアユニット MSU）          新規開発する製造アプリケーション

MESパッケージ
A

スケジュール管理
A1

資源管理
A2

生産手配
A3

生産データ収集
A5

要求仕様
B

スケジュール管理
B1

生産実行管理
B4

資源管理
B2

生産データ収集
B5

製造実績を報告
A12

製造指示を受ける
A11

製造指示を受ける
B11

スケジュールする
B12

製造状況を報告
B13

製造実績を報告
B14

作業状 応 作業実績 応

製造ドメインデータ(MDD)群

品目
……

作業状況に応じて
スケジュールし直す

B121

作業実績に応じて
スケジュールする

B122

現品 在庫 置き場 作業指示 作業方法 設備 運転状況 治具
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ＭＤＤを用いたケイパビリティ・プロファイリング

ケーパビリティプロファイル・テンプレート

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<C bilit P fili >

求仕様から

テンプレート内に付帯情報を設け，製造ドメインデータ(ＭＤＤ)を用いて製造
アクティビティの属性や振舞いなどの特徴を記述する

付帯情報の記述方法は，製造ドメインモデル(ＭＤＭ)を共有するＭＳＵの開発
者と利用者によって合意すれば自由に決めて良い

参照

<CapabilityProfiling>
<type id="MES SW-A012"/>
<CapabilityProfile date="2006-02-01">
<pkgtype version="1.0.0"/>
<Common>
<Requirement id="Req81-0001">
<ID/>
</Requirement>
<Multiple_Capability_Profiling>
<Template_ID id="B14"/>
<Capability_Class_Name name=

"B14_製造実績を報告する"/>
<Reference_Society_Name name="MESX"/>
<Reference_Capability_Class_Structure_Name name=

"MESSW_Structure"/>
</Multiple_Capability_Profiling>
<Version major="1" minor="1"/>
<Owner>
<name>MES Product  Inc.</name>
< i >T k </ i > < >J </ >

  新規開発する製造アプリケーションの
アクティビティモデル要求仕様

B

スケジュール管理
B1

生産実行管理
B4

資源管理
B2

生産データ収集
B5

製造指示を受ける
B11

スケジュールする
B12

製造状況を報告
B13

製造実績を報告
B14

要求仕様から

モデリング

品目 在庫 設備

現品 置き場 作業方法 現設備

治具

MDDs

作業型

作業指示

消費投入 産出

運転状況

割当

ｵ ﾀーﾞ製造    

参照<city>Tokyo</city> <country>Japan</country>
</Owner>

</Common>
<Specific>
<Notation name="set of MDDs"/>
<Reference_MDM_Name name= "MESX Model"/>
<Feature_Definition>
<Set_of_MDDs>
<MDD_Name name="作業指示" action="Set"/>
<MDD_Name name="現品" action="Set"/>
<MDD_Name name="製造オーダ" action="Set"/>
<MDD_Name name="産出" action="Set"/>
<MDD_Name name="投入" action="Set"/>

</Set_of_MDDs>
</Feature_Definition>

</Specific>
</CapabilityProfile>
</CapabilityProfiling>

参照するMDDを使用してプロファイル記述する

プロファイル・マッチング
製造ドメインデータ(ＭＤＤ)を用いることにより，ケイパビリティ・プロファ
イルの構文論レベルだけでなく意味論レベルでのマッチングを可能にする

付帯情報がどのようなＭＤＤにより構成されているかを相互比較し，ケイパビ
リティ・プロファイルの同一性を検証する

製造アプリケーションの要求仕様

データベース

製造アプリケ ションの要求仕様

製造アプリケーションの要求解析

アクティビティモデルの作成

ケーパビリティテンプレートの作成

プロファイリング

登録済のプロファイルとの照合
高機能

Capability
Profile

Capability
Capability

入力

MDDを用いて記述された
、特徴を比較し 再利用

。可能なMSUを検索する 

製造アプリケーションの開発

既存MSUの再利用MSUの新規開発

不一致 一致

（ ）MSUの相互運用 連携 

高機能マッチャー Profile #DCapability
Profile #A

Capability
Profile #B

Capability
Profile #C

入力
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生産ソフトウェアユニット(ＭＳＵ)の相互運用
流用した既存のＭＳＵと独自に新規開発した生産ソフトウェアを相互接続
し連携することで，製造アプリケーションとして実現する

既存のＭＳＵを再利用することで，製造アプリケーションの開発コストと
情報管理コストを低減できる情報管理コストを低減できる

製造アプリケーションのアクティビティ・モデル

要求仕様
B

スケジュール管理
B1

生産実行管理
B4

資源管理
B2

生産データ収集
B5

製造指示を受ける
B11

スケジュールする
B12

製造状況を報告
B13

製造実績を報告
B14

相互連携

相
互

連
携

既存のMSU #1 既存のMSU #2

製造実績を報告
C12

製造指示を受ける
A11

作業状況に応じて
スケジュールし直す

B121

作業実績に応じて
スケジュールする

B122

相
互

連
携

再
利

用

再
利

用

相
互

連
携

おわりに
＜まとめ＞

生産ソフトウェアユニット（ＭＳＵ: Manufacturing Software 
Unit）のプラットフォームに非依存な相互運用性確保を目的とした
先取り型の国際標準ISO16100シリーズについて紹介した

ISO16100シ ズは 製造 プ ケ シ シ ム開発 ためISO16100シリーズは，製造アプリケーションシステム開発のための
共通基盤となる相互運用環境を提供する．これにより製造アプリ
ケーションシステムの開発者は，流通しているＭＳＵの中から必要
なものを選びそれらをを相互接続し協働することでシステムを構成
できるので，開発の効率化とコストの低減が可能となる

＜今後の課題＞＜今後の課題＞
ISO16100シリーズが提唱する相互運用環境の実装と流通手法の提案
が必要である

ISO 16300 : ISO 16300 : Use and extensions of ISO16100 methodology
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共同研究のご提案

＜神奈川工科大学がご提供する技術＞

ISO16100シリーズが提案する方法論の詳細

ISO16100シリーズの提案する相互運用環境の実装に際して，
ISO16100が特に規定していない部分についての技術的詳細

実装された相互運用環境の検証と適合性試験

＜企業様にご提供いただきたい技術＞

ISO16100シリーズの提案する相互運用環境の実装

ISO16100シリーズの提案する相互運用環境構築のためのツール群の
開発（例えば ＭＤＭとＭＤＤ開発ツール ケイパビリティ・テン開発（例えば，ＭＤＭとＭＤＤ開発ツ ル，ケイパビリティ・テン
プレート作成ツール，ケイパビリティ・プロファイル作成ツール）
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